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おばあちゃんのおにぎり
甲府市立新紺屋小学校三年　
髙橋　直輝　
ぼくは、おばあちゃんが作ってくれるおにぎりが大好きです。
ぼくがほうかご遊んで帰ってきて、おばあちゃんの家に行くと、たまにおばあちゃんがおにぎりを作ってくれます。ぼくが一番好きな具はしゃけです。ほかにもこんぶやおかか、うめ、貝、やきおにぎりなどいろいろな種類があります。食べたら体がホカホカ温まって力がみなぎります。お母さんが「おばあちゃんのおにぎりは世界一だ。」や「何でこんなに塩かげんがちょうどいいんだろう。」といっていました。ぼくは心の中で「ごはんホカホカだな。」と思いました。白米の輝きがまぶしいと思いました。「いつもどうやったらそんなピカピカしたごはんがたけるんだろう。なんでそんなにおいしいおにぎりができるんだろう。」と思いました。それでぼくは、おばあちゃんにおいしいおにぎりを作るひけつを教わりました。おばあちゃんは「たきあがったごはんをお茶わんを使って作る。お茶わん半分くらいにごはんを入れて具を入れてまたごはんを入れてそれからにぎる。」と言っていました。特に塩や水を多く入れてました。教わった通りにぼくが作ったおにぎりを、お母さんに食べてもらいました。お母さんは「とってもおいしい。おばあちゃんの作ったのににてる。」と言って目がとびだしそうになってました。教わった後おばあちゃんがぼくにはげましのメッセージをくれました。そのやさしく温かいメッセージを見てぼくは「あのおばあちゃんのおにぎりは、みんなが笑顔になってほしいという思いがつまってるからこんなにおいしくできるんだな。」と思いました。
ぼくは、おばあちゃんがいつもおいしいおにぎりを作ってくれるから、こんどはぼくがおばあちゃんにおいしいおにぎりを作って、おばあちゃんをお日様のような輝く笑顔にしてあげたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

